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研究成果の概要（和文）：  本研究は名詞化標識や間投詞に由来する広東語の文末助詞を取り上げ、その文法化
経路やその後の意味変化を通言語的視点を交え考察した。名詞化標識“口既(ge3)”(日本語で「の」に相当)由
来の文末助詞にはge3、ge2、gE2が挙げられる。本研究ではこのうちまずge2を取り上げ、従来の見解と異なる文
法化経路を提示したほか、ge2における対事的な＜反予期＞用法から対人的な＜反発＞用法への意味変化を跡付
けた。また、文末助詞のge3に由来するgE2については、対人的＜異論＞用法からテクスト接続的＜留保＞用法へ
の意味変化を指摘した。一方、間投詞由来の文末助詞には、le1、le5などが挙げられた。

研究成果の概要（英文）：Drawing on cross-linguistic-findings, this study investigated the 
grammaticalization paths and semantic changes in Cantonese sentence-final particles derived from the
 nominalizer and from interjections. Cantonese has three particles related to the nominalizer "ge3" 
(corresponding to "no" in Japanese), namely ge3, ge2 and gE2. First, we discussed ge2 and proposed a
 new theory on its grammaticalization path. We also showed that ge2 had further undergone a semantic
 change from the event-oriented 'counter-expectation' use to the interpersonally-oriented 'backlash'
 use.  Then, we discussed gE2, which derives from the sentence-final particle ge3, and identified a 
semantic change from the original interpersonally-oriented 'objection' use to the textually-oriented
 'reservation' use. Concerning sentence-final particles possibly developed from interjections, le1 
and le5 were suggested for future investigation.

研究分野：言語学　中国語学
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１．研究開始当初の背景 
 文末助詞(sentence-final particle)は、発話
末助詞(utterance-final particle)や終助詞、語
気助詞とも呼ばれるが、日本語や中国語北京
官話など、東アジア・東南アジア言語によく
見られるカテゴリーで、文内容(命題)をめぐ
る発話場への提出の仕方、聞き手への伝達上
の配慮や態度の表し分けの機能を担う。広東
語は、中国語諸方言の中でも、文末助詞がと
りわけ発達していることで知られ、個々の文
末助詞の分析から、カテゴリー全体の体系を
論じたものまで研究の蓄積も豊富であるが、
ほとんどが共時的分析である。 
 近年、言語学においては、文法構造の今あ
る姿(共時的状態)を理解するためには通時的
視点が必要であるとの認識が高まり、文法構
造がどのように形作られてくるかを考察す
る文法化の研究が盛んである。広東語の文末
助詞についても、どこからどのようにして形
成されてきたのかを論じることが興味深い
課題となり得るが、これまで通時的・動的視
点を交えた研究は非常に少ない。 
 確かに、文末助詞は意味自体が捉えにくい
語類である。しかし、いくつかの文末助詞に
ついては、共時的な言語事実を精査すること
によって文法化経路や意味変化のメカニズ
ムを跡付けることが可能であると思われる。
また、こうした方向にこそ、言語間対照や通
言語的な一般化・理論化を行う可能性が開け
ていると見られる。 
 以上の経緯から、共時的言語事実を通時
的・動的視点から捉え直す試みの 1つとして、
広東語のいくつかの文末助詞について、通言
語的な知見を参考にしつつ、その文法化経路
と意味変化のメカニズムを考察するという
着想を得た。 
 
２．研究の目的 
 本研究は広東語という個別言語の文末助
詞をめぐる文法化や意味変化の考察を行う
が、最終的には通言語的な一般化・理論化に
つなげる狙いを持つ。そのためには研究対象
としては言語間対照や通言語的な考察に資
する可能性のある文法化現象がふさわしい。 
 そこで、広東語という個別言語固有の現象
と思われる、実質的・語彙的意味を持つ語か
ら文末助詞への文法化ではなく、より一般性
の高い、既に機能語であり抽象的・文法的な
意味しか持たない語から文末助詞への文法
化(ないしは機能拡張)を中心に扱う。具体的
には、まず、名詞化標識“嘅”(ge3)(連体修
飾語標識でもある)から文末助詞への文法化
及びその後の意味変化を考察する。これは名
詞化標識から文末助詞へという変化が、系
統・類型が異なる日本語においても名詞化を
担う「の」から「の、のだ」という(準)文末
助詞が発展してきていることから窺われる
ように、通言語的に一般性の高い文法化と見
られるからである。そのほかに、間投詞(感動
詞)から文末助詞への文法化が考察の候補と

して挙げられる。 
 そこで、本研究ではこれらの語に由来する
文末助詞について、具体的にどういう文脈で
どういうメカニズムで文法化が起こったの
か、由来となる語の意味は文末助詞としての
意味にどう影響しているのかといったこと
を検討する。また、文末助詞として複数の意
味を発達させているものについては、意味変
化の詳細を跡付け、通言語的な意味変化メカ
ニズムに照らしてどういう特徴が見られる
かを探ることを目指した。 
 
３．研究の方法 
(1)コーパス整備 
 本研究では、文末助詞に関わる文法化や意
味変化の詳細を実証的に考察するため、大量
の言語データを必要とする。そこで、母語話
者による作例や日常自然会話から散発的に
得られたデータだけでなく、広東語による小
説・シナリオなど出版物の書面資料からも幅
広くデータを収集する。得られたデータは用
例を効率よく検索するため、電子化しコーパ
スとして構築しておく。このほか、文末助詞
の分析には音調の微妙な違いを考慮する必
要があるため、映画やテレビ/ラジオドラマ
のセリフといった音声資料を母語話者の補
助を得て書き起こし、コーパスとして蓄える。 
(2)文献調査 
 広東語の文末助詞に関する従来の意味記
述や理論的分析のほか、一般言語学における
文法化や意味変化のメカニズム・方向性に関
する通言語的知見を収集し、理解を深めてお
く。特に、文末助詞と関連が深いモダリティ
表現、語用論標識の文法化・意味変化に関す
る知見を中心に参照する。 
(3)考察と成果公開 
 「２.研究の目的」で述べた課題について
考察を行い、一定の成果が得られた段階でそ
の都度、国内外の関連研究会・学会で発表し、
フィードバックを得る。 
 
４．研究成果 
(1)本研究の当初の課題の考察結果 
 名詞化標識“嘅(ge3[k ])”由来の文末助
詞には ge3、ge2、gE2が挙げられるが、これ
らをめぐる文法化及び意味変化について、以
下の成果を得た。 
 
①文法化 
・文末助詞 ge3([k ])は、名詞化標識“嘅”
(ge3)が命題全体に付加されることで文末助
詞としての機能を果たすようになったもの
だと考えられるが、単独で使われるだけでな
く、しばしば他の文末助詞を従えて文末助詞
連鎖を形成する。その際に数多くの文末助詞
と組み合わさることが可能であったり、平叙
文だけでなく疑問文にも出現可能であった
りといった分布の広さやそれに起因する意
味の希薄さを考慮すると、名詞化標識“嘅”
由来の文末助詞 ge3 は、現代広東語では文法



化の度合いが相当高くなっていると結論づ
けられる。このことは北京官話における名詞
化標識由来の文末助詞“的”の振る舞いと比
べると顕著である。 
・文末助詞 ge2([k ])は、従来の研究では、
前述の文末助詞 ge3と疑問を表す文末上昇イ
ントネーション“↗”が組み合わさってでき
たと考えられてきた。本研究ではそれに対し
疑問を呈し、新たな説を提出した。すなわち、
[述語句＋“嘅”] という名詞化構造(例：“甜
嘅”「甘いの」)を述語部分に取る判断文に文
末上昇イントネーション“↗”が合わさった
構文[述語句＋“嘅”+↗ ]全体が再分析
(reanalysis)を受けて、[述語句]＋[“嘅”
(k )+↗ ]と解釈され直した結果、文末助詞
ge2([k ])が生じたと見なす文法化経路で
ある。つまり、従来の研究と異なり、文末上
昇イントネーションと結びついたのは名詞
化構造を作る構造助詞“嘅”(ge3)[k ]の方
で、文末助詞の ge3 ではないと見なした。ま
た、文末上昇イントネーションの表す意味に
ついても先行研究とは見解を異にする。本研
究の描く ge2 の文法化経路が示唆するのは、
イントネーションのような超分節音的成分
が文法化に参画し得るということであり、こ
れは通言語的文法化の知見に照らしてみて
も珍しい事例である。 
 
②意味変化 
・前述の文末助詞 ge2の意味は従来、＜原因
の質問＞であるとされることが多かったが、
本研究では実際の用例を精査した結果、＜反
予期＞と定義するのが適切であるとの説を
提示した。そして、その定義を踏まえ、本研
究では ge2にはほかに＜反発＞の意味を表す
用法もあることを指摘し、前者から後者が生
じるまでの漸進的な意味変化プロセスをコ
ーパスからの豊富な用例に基づき明らかに
した。その上で、前者から後者への意味変化
を、対事的意味から対人的意味への変化とい
う、通言語的によく見られる意味変化である
と位置付けた。 
・文末助詞 gE2([k↗↘)は、由来的には前述の
文末助詞 ge3と文末上昇下降イントネーショ
ン“↗↘”の組み合わせからなるものであると
見なされるが、本研究では gE2は ge3とは既
に分布特徴が異なり、両者は区別されるべき
別の文末助詞であることをまず初めに主張
した。その上で、gE2 の意味については、＜
異論提出＞と＜留保付け＞という 2つの意味
を持つと規定し、併せて前者から後者への意
味変化が対人的用法からテクスト/談話接続
的用法へという、通言語的によく見られるも
う 1つの意味変化方向と合致することを見い
出した。 
 このように、本研究では名詞化標識由来の
文末助詞をめぐる文法化・意味変化について
は想定よりも多くの知見が得られた。これら
の知見は、広東語のネイティブ研究者や欧米
の研究者が集う国外の学会で口頭発表を行

ったり、国外の学術誌へ論文を投稿したりし
て、広く成果を公開した。(「５．主な発表
論文等」参照)  
 他方、もう 1つのテーマである間投詞から
文末助詞への文法化については、相対的に研
究遂行が遅れており、言語データを収集し、
考察を始めた段階でとどまっている。具体的
に文末助詞へと文法化を遂げたと思しき間
投詞(感動詞)としては、le1/le2、laa4(日本
語で｢ほら/ねぇ、いいかい」に相当)が挙げ
られ、それらに由来する文末助詞としては
le1や le5、aa1laa4が考えられるが、これら
の文末助詞の詳細な意味分析も含め、文法化
経路、及びその後の意味変化については今後
さらに考察を継続していく必要がある。 
 
(2)本研究の課題と関連するその他の成果 
 本研究では、意味変化に関する考察が想定
よりも深まった結果、名詞化標識や間投詞に
由来しない別の文末助詞についても意味変
化の探究が進んだ。その成果の 1つが文末助
詞 aa1maa3の意味変化の考察である。 
 aa1maa3 については、従来の研究では専ら
＜自明性＞の意味のみが指摘されてきたが、
本研究では以下の 3つの意味を区別した。す
なわち、＜自明命題伝達＞、＜正解確認＞、
＜確約取り付け＞である。その上で、＜自明
命題伝達＞からいかにして後の 2つの意味が
生じて来たか、その漸進的な意味変化のプロ
セスを多くの用例に基づき明らかにした。 
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